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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月21日(2016.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも下記の２つの重ね合せエラストマー層：
　・少なくとも１種の熱可塑性エラストマー(TPE)をベースとし、熱可塑性エラストマー
の含有量が50phr (エラストマー100質量部当りの質量部)よりも多くから100phrまでの範
囲内にある組成物からなる第１層；
　・少なくとも１種のジエンエラストマーと少なくとも１種の熱可塑性エラストマー(TPE
)とをベースとし、ジエンエラストマーの含有量が50phrよりも多くから95phrまでの範囲
内にあり、熱可塑性エラストマーの含有量が5phrから50phr未満までの範囲内にある組成
物からなる第２層；
を含み、前記第２層中に存在する少なくとも5phrの熱可塑性エラストマーが前記第１層中
に存在する少なくとも5phrのエラストマーと相溶性であることを特徴とするタイヤ用のエ
ラストマーラミネート。
【請求項２】
　前記熱可塑性エラストマーのエラストマーブロックが、エチレンエラストマー、ジエン
エラストマーおよびこれらの混合物からなる群から選ばれる、請求項１に記載のラミネー
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【請求項３】
　前記熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックが、60℃よりも高いガラス転移温度を有
する、また、半結晶性熱可塑性ブロックの場合は60℃よりも高い融点を有するポリマーか
ら選ばれる、請求項１又は２に記載のラミネート。
【請求項４】
　前記熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックが、ポリオレフィン、ポリウレタン、ポ
リアミド、ポリエステル、ポリアセタール、ポリエーテル、ポリフェニレンスルフィド、
ポリフッ化化合物、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリスルホン、ポリメチルメタク
リレート、ポリエーテルイミド、熱可塑性コポリマーおよびこれらの混合物からなる群か
ら選ばれる、請求項１～３のいずれか１項記載のラミネート。
【請求項５】
　前記熱可塑性エラストマーの熱可塑性ブロックが、ポリスチレンから選ばれる、請求項
１～４のいずれか１項記載のラミネート。
【請求項６】
　前記第１層の組成物中の熱可塑性エラストマー(TPE)の含有量が、70～100phrの範囲内
である、請求項１～５のいずれか１項記載のラミネート。
【請求項７】
　前記第２層の組成物中の熱可塑性エラストマー(TPE)の含有量が、5～45phrの範囲内で
ある、請求項１～６のいずれか１項記載のラミネート。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項記載のラミネートを含むタイヤ。
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